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鯉
嚢　

　
儀
明
祭
が
今
年
も
盛
大
に
行
わ

　
　
　
十
月
二
十
八
日
に
は
お
み
こ

　
膣
，
鞭
、
ま
た
、
前
日
の
二
十
七
日

、
　
離
儀
明
小
学
校
で
、
、
子
供
達
の

鑓
画
．
運
営
に
よ
る
4
運
動
会
も

　
繍
賜
れ
ま
し
た
。

男2，624（一5）　女2，641（一7）　計5，265（一12）　世帯数1，536（一3）

出生5　死亡5　転入3　転出15

《人ロの動き》

　10月末現在
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観客1000人太鼓の響きに酔う！

元気なネットワーク

霧霧螺．鞭繍難
・⑳

一

》P
R
効
果
が
あ
っ
て
長
野
県
の

飯
山
市
と
栄
村
か
ら
も
観
客
が
。

麟

「
な
ぜ
か
自
然
に
涙
が
あ
ふ
れ
て

き
て
止
ま
ら
な
か
っ
た
」

「
思
わ
ず
幻
想
の
世
界
に
吸
い
込

ま
れ
る
よ
う
だ
っ
た
」

　
こ
れ
は
鼓
童
の
公
演
を
見
ら
れ

た
方
の
感
想
で
す
。
あ
な
た
は
ど

ん
な
感
動
を
受
け
ら
れ
た
で
し
ょ

う
か
？

　
こ
の
公
演
は
、
N
E
L
A
お
～

い
元
気
会
と
町
連
合
青
年

催
で
行
っ
た
も
の
で
す
が

太
鼓
保
存
会
、
高
校
生
の

の
積
極
的
な
協
力
も
あ
り

　
鼓
童
は
世
界
的
に
は
あ

も
有
名
で
す
が
、
こ
の
地

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
に
は
な

苦
労
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

露

お礼のことば
　鼓童公演の際には、た．くさんの方々か

らおいでいただきましてあ1）がとうござ

いました。また、皆さんから「感動した」

「素晴らしかった」というお言葉をいた

だき、元気会一同大変喜んでいます。

　この公演は、昨年の秋より準備を進め

ての一年掛かりの大イベントでした。こ

の間私たちを支えてくれたのは、松苧太

鼓保存会を始めとするたくさんの方々の

ご協力と温かい励ましの言葉でした。

　この経験は、私たち若者にとって大変

勉強になり、お金では買うことのできな

い大切な財産になると思います。

　今後もご指導の程よろしくお願いいた

します。

宕　
り

　
宕

6
じ

分
b

つ
）

つ
）

団
の
主

、
松
苧

皆
さ
ん

ま
し
た
。

ま
り
こ

　
　
O

域
で
は

い
た
め
、

か
な
か

。
　
＼

　　　購
　　　iρ
㊥嘉

臥覇壷

　　㌦臥、
　　　ノ
　　鯉　　’　　　鳳

耀懸
1　穿蓼

藻渥

　　　　　　　　　　　ヤタ　
・螺鞭麗膿蟹も縢聾鍵

　　　　機然．

尋

命

》宣
伝
・
チ
ケ
ッ
ト
売
り
の

打
ち
合
わ
せ

也

吻

纏戴識・

宣
伝
用
の
看
板
作
り

ぐ

講　　
繊
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やったぜ元気会！

▲今麟離の・

つながるぞ／広がるぞ1

講
　　‘臼くr＝・＝・一『＝モ＝

闘
　　■，’一「’■，

／
売
り
上
げ
目
標
は
八
百
枚
。
最

初
は
心
配
だ
っ
た
数
字
も
、
若
さ

と
行
動
力
、
そ
し
て
十
日
町
の
「
く

ら
し
の
情
報
」
等
に
も
掲
載
さ
れ

る
な
ど
の
援
護
射
撃
も
あ
り
、
最

後
に
は
千
枚
突
破
。
「
か
な
り
儲
け

た
な
」
と
思
う
の
は
早
計
で
照
明

の
借
上
料
な
ど
思
わ
ぬ
出
費
も
あ

り
、
収
支
は
と
ん
と
ん
。
反
省
会

も
自
前
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か

ゆ

し
、
菅
井
君
も
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
お
金
で
は
買
う
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
経
験
を
し
た
こ
と
で

し
ょ
・
つ
。

　
こ
ん
な
若
者
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、

そ
れ
を
私
た
ち
が
温
か
く
見
守
っ

て
や
る
、
そ
ん
な
松
代
町
に
し
た

い
も
の
で
す
。
鼓
童
の
公
演
に
情

熱
を
燃
や
す
元
気
会
の
こ
の
一
年

間
を
写
真
で
ご
覧
下
さ
い
。

撚
ゆ

、蝋
気

》荻
野
洋
子
さ
ん
2
3
才

　
　
中
頸
三
和
村
出
身

騨
，

　　「元気会に入りたくて

　今年の四月に松代病院

　に勤務しました。名前

　は似ていますが、歌手

　ではありません」

競翼三、血職騰難麟

礫れ鍛裸も

「
若
い
女
し
ょ
に
来
ら
れ
ち
ゃ
買
わ
ん
け
ん
ね
～
な
～
」

と
言
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
皆
さ
ん

笑
顔
で
買
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ぐ

〉ぜ
に
ま
る
子
？
い
い
え
銀
行
の
看
板
娘
で
す
。

ゆ

藍
髄

　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼアハ　　　　　ロ

凋露

酒1升で手に入れた元気カーで

　今夜もチケット売りに

尋
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。
離
櫨
灘
獺
鱗
磯

　
　
雛議

　
　
　
　
　

　
　
難
　
　
郷

　
　
馨

‘
麗
、

黙　
灘
鱗　襯

羅

、、

￥，

　第

12

回

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
「
第
十
二
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
十

月
七
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
ま
で
の
雨
も
上
が
り
、
マ
ラ
ソ
ン
に
は
絶
好
の
曇
り
空
の
下
、
約

五
百
人
が
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
関
谷
町
長
も
出

場
し
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
結
果
（
成
績
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
一
キ
ロ
〕
1
小
一
・
男
子
1

①
佐
藤
陽
介
（
松
）
　
3
分
H
秒

②
関
谷
則
和
（
松
）
　
3
分
n
秒

③
若
月
辰
則
（
孟
）
　
3
分
1
6
秒

〔
同
〕
　
　
1
小
一
・
女
子
1

①
柳
麻
奈
美
（
孟
）
　
3
分
⑳
秒

②
西
村
梨
菜
（
松
）
　
3
分
2
8
秒

③
菅
井
那
弥
子
（
孟
）
　
3
分
3
0
秒

〔
同
〕
　
　
1
小
二
・
男
子
1

①
柳
　
貴
士
（
孟
）
　
2
分
5
5
秒

②
宮
沢
健
二
（
松
）
　
2
分
5
5
秒

③
柳
　
大
祐
（
松
）
　
3
分
6
秒

〔
同
〕
　
　
1
小
二
・
女
子
1

①
田
辺
智
子
（
蒲
）
　
3
分
1
2
秒

②
山
岸
智
美
（
松
）
　
3
分
2
1
秒

③
米
持
靖
子
（
奴
）
　
3
分
2
2
秒

〔
同
〕
　
　
1
一
般
1

①
秦
　
周
治
（
松
代
）
　
3
分
8
秒

②
山
岸
益
夫
（
東
山
）
　
3
分
2
3
秒

③
関
谷
達
治
（
室
野
）
　
3
分
5
6
秒

〔
ニ
キ
ロ
〕
1
小
三
・
男
子
1

①
茂
野
　
収
（
松
）
　
8
分
58
秒

②
柳
　
大
輔
（
孟
）
　
9
分
3
秒

③
山
本
拓
志
（
孟
）
　
9
分
1
6
秒

〔
同
〕
　
　
1
小
三
・
女
子
1

①
瀬
沼
美
久
（
松
）
　
9
分
5
1
秒

②
田
辺
祐
美
（
蒲
）
　
1
0
分
3
秒

③
石
田
智
絵
（
孟
）
　
m
分
5
秒

〔
同
〕
　
　
1
小
四
・
男
子
ー

①
若
月
知
広
（
孟
）
　
8
分
5
6
秒

②
小
堺
強
司
（
松
）
　
8
分
5
9
秒

③
石
田
　
一
（
孟
）
　
9
分
1
6
秒

〔
同
〕
　
　
1
小
四
・
女
子
ー

①
池
田
友
紀
子
（
北
）
　
9
分
2
1
秒

②
柳
　
聖
子
（
孟
）
　
9
分
54
秒

③
斉
藤
由
香
里
（
北
）
　
1
0
分
4
秒

〔
同
〕
　
　
1
中
学
・
女
子
1

①
室
岡
久
美
子
　
9
分
2
3
秒

②
柳
亜
希
子
　
9
分
2
6
秒

③
五
十
嵐
里
美
　
9
分
3
2
秒

〔
同
〕
　
　
1
一
般
ー

①
室
岡
春
男
（
仙
納
）
　
9
分
2
6
秒

②
佐
藤
信
一
（
木
和
）
　
9
分
4
6
秒

③
山
賀
喜
四
郎
（
小
荒
）
m
分
2
5
秒

〔
三
キ
ロ
〕
1
小
五
・
男
子
〕

①
田
辺
一
幸
（
蒲
）
　
1
3
分
3
9
秒

②
島
田
将
之
（
松
）
　
1
4
分
3
4
秒

③
山
岸
雅
史
（
蒲
）
　
1
4
分
3
7
秒

〔
同
〕
　
　
1
小
五
・
女
子
1

①
西
潟
幸
子
（
奴
）
　
1
5
分
4
8
秒

②
村
山
和
美
（
奴
）
　
1
6
分
如
秒

⑤
井
上
さ
や
か
（
蒲
）
　
1
6
分
4
9
秒

〔
同
〕
　
　
ー
小
六
・
男
子
ー

①
茂
野
　
究
（
松
）
　
1
4
分
4
秒

②
鈴
木
紀
夫
（
松
）
　
1
4
分
2
1
秒

③
柳
　
春
明
（
松
）
　
1
4
分
2
9
秒

〔
同
〕
　
　
1
小
六
・
女
子
1

①
佐
藤
由
佳
（
松
）
　
1
5
分
3
9
秒

②
村
山
亜
紀
子
（
奴
）
　
1
5
分
4
4
秒

③
若
月
康
子
（
孟
）
　
1
6
分
2
3
秒

〔
同
〕
　
　
ー
中
学
・
男
子
1

①
高
橋
哲
也
　
n
分
3
8
秒

②
山
岸
正
光
　
1
2
分
B
秒

③
関
谷
　
真
　
1
3
分
2
8
秒

〔
同
〕
　
　
ー
高
校
・
女
子
ー

①
丸
山
志
穂
　
1
3
分
4
9
秒

②
相
沢
　
希
　
1
6
分
14
秒

③
中
村
美
乃
里
　
1
6
分
1
8
秒

r㎜　　　晒曹

・
・
｝
　
｝
’〔

三
キ
ロ
〕
1
一
般
ー

①
佐
藤
信
一
（
木
和
）
　
1
5
分
4
4
秒

②
山
岸
　
進
（
蒲
生
）
　
1
6
分
3
秒

〔
五
キ
ロ
〕
1
中
学
・
男
子
1

①
若
井
春
彦
　
1
5
分
4
秒

②
高
橋
正
美
　
1
5
分
3
7
秒

③
小
堺
友
紀
　
1
5
分
4
0
秒

〔
同
〕
　
　
1
高
校
・
男
子
1

①
久
保
田
雅
朋
　
1
6
分
1
2
秒

②
高
沢
正
弘
　
1
6
分
1
5
秒

③
関
口
茂
一
　
1
6
分
4
2
秒

〔
同
〕
　
1
一
般
ー

①
佐
藤
勝
吉
（
室
野
）
　
1
6
分
2
秒

②
山
本
勇
人
（
犬
伏
）
　
1
6
分
2
0
秒

③
柳
沢
　
登
（
松
代
）
　
1
9
分
1
4
秒
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蘭囎町膿槍励◎

」
　　　　　輿

郡
中
学
校
駅
伝
大
会

残
念
！
松
中
V
4
成
ら
ず

　
松
中
男
子
の
四
連
覇
な
る
か
と

関
心
を
集
め
た
第
二
十
七
回
東
頸

城
郡
中
学
校
駅
伝
大
会
（
松
代
～

安
塚
三
十
一
・
六
キ
。
九
区
間
十
一

チ
ー
ム
参
加
）
が
去
る
十
月
四
日
、

松
代
病
院
前
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
注
目
の
松
代
中
学
は
沿
道
の
生

徒
や
父
母
ら
の
声
援
を
受
け
て
力

走
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
三

位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
、
念
願

の
V
4
は
成
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
女
子
の

部
（
大
島
～
安
塚
十
四
二
ニ
キ
。
四

区
間
十
ニ
チ
ー
ム
参
加
）
は
、
松

　
　
　
　
　
　
　
　
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

騨麹、鶴

中
は
六
位
入
賞
。
来
年
は
優
勝
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

結
果
（
成
績
）

　
▼
男
子
　
①
安
塚
A
－
時
間
4
7

分
5
3
秒
②
松
之
山
A
③
松
代
A
1

時
間
4
9
分
7
秒
④
大
島
⑤
浦
川
原

⑥
松
之
山
B
⑫
松
代
B
2
時
間
5

分
5
0
秒
　
▼
女
子
　
①
浦
田
5
8
分

⑳
秒
②
大
島
A
③
牧
A
④
安
塚
⑤

浦
川
原
A
⑥
松
代
1
時
間
－
分
50
秒

　
な
お
、
松
中
男
子
チ
ー
ム
は
十

月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
上
越
地

区
中
学
校
駅
伝
大
会
に
も
出
場
し
、

二
十
六
チ
ー
ム
中
六
位
入
賞
と
い

う
　
か
し
い
　
　
を
　
め
ま
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
～
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

躍購鞭，嚇騨と襟飯錆謂惚瀦訣曙7’

　　　　　　　　　　　　○　　　　　　
、

協
会
長
杯
争
奪
野
球
大
会

　
　
　
松
代
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

第第準優
四三優
位位勝勝

ポ司伊奴
ス工沢奈
ト務ボ川
マ店ンモ
ン　　ノベン

　　iチ
　　ズッ
　　　チ

第
1
1
回
町
長
杯
争
奪

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
1
0
月
1
0
日
町
総
合
体
育
館

優
勝
全
目
本
チ
ー
ム

準
優
勝
　
松
代
ロ
ー
い
、
ン
ン
会

第
三
位
　
松
代
教
員
チ
ー
ム

第
四
位
　
十
日
町
森
林
組
合

第
8
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

10

月
1
4
日
蒲
生
早
大
グ
ラ
ン
ド

優
　
勝
　
鉄
道
公
団

準
優
勝
　
奴
奈
川
ソ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
ブ
レ
ー
ブ
ス

第
三
位
　
伊
沢
ロ
ー
ド
・

　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
リ
ヤ
ー
ズ

親
善
少
年
剣
道
大
会

　
1
0
月
2
1
日
松
代
中
学
体
育
館

○
参
加
者

　
十
日
町
市
、
津
南
町
、
川
西

　
町
、
浦
川
原
村
、
松
代
町
の

　
小
中
学
生
百
三
十
名

○
入
賞
者

　
小
学
校
低
学
年
の
部

優
勝
関
谷
　
俊
松
代
小
二
年

二
位
大
野
正
博
松
代
小
二
年

　
小
学
校
中
学
年
の
部

三
位
菅
井
史
郎
松
代
小
四
年

三
位
大
野
友
斉
松
代
小
四
年

十
日
町
市
少
年
剣
道
大
会

　
1
0
月
1
0
日
十
日
町
小
体
育
館

○
入
膏
貝
者

　
小
学
校
低
学
年
の
部

優
勝
大
野
友
斉
松
代
小
四
年

二
位
茂
野
　
収
松
代
小
三
年

三
位
関
谷
　
俊
松
代
小
二
年

　
中
学
校
男
子
の
部

三
位
石
口
久
司
松
代
中
一
年
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第
九
回
粛
園
鰍
梛
臼
御
風
竃
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
展
賞
に
山
岸
統
さ
ん
作
品

　
郡
公
民
館
協
議
会
主
催
に
よ
る

第
九
回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
が

十
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の

三
日
間
、
松
代
町
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
絵
画
、

彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
の
四

部
門
に
合
わ
せ
て
約
百
七
十
点
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
毎
日
多
数
の

方
が
見
学
に
会
場
を
訪
れ
て
い
ま

【彫塑・工芸部門】郡展賞

くつとはっさく　山岸　統さん作品

し
た
。

　
松
代
町
か
ら
は
五
十
二
点
程
の

作
品
が
出
品
さ
れ
、
彫
塑
・
工
芸

部
門
で
山
岸
統
さ
ん
（
蒲
生
）
が

郡
展
賞
を
、
書
道
部
門
で
は
六
川

猛
夫
さ
ん
（
儀
明
小
）
、
写
真
部

門
で
は
関
谷
甲
子
夫
さ
ん
（
松
代
）

と
高
橋
多
一
郎
さ
ん
（
莇
平
）
が

そ
れ
ぞ
れ
奨
励
賞
を
受
賞
い
た
し

鯵
瀕
雛
灘
縦
膿
塘

課

ま
し
た
。

　
今
回
は
地
元
開
催
で
し
た
の
で
、

作
品
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
受
賞
さ
れ

た
作
品
と
審
査
講
評
を
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
来

年
の
郡
展
で
あ
な
た
の
作
品
を
拝

見
で
き
た
ら
な
～
と
思
い
ま
す
。

講
わ
れ
ま
す
．

舞
籍
鞠
羅
矯
携
騰
瘤
餌
葬
鴛

響
、
讐
曇
墾
夕
巌
蚤
這
2
挿
鉱

難
継
輿
よ
亀
な
夢
ザ
％
儀
、
、
頒
う
艦
堂
㍗
酵
癒
蕉
瓢
盛
漸
驚

　
鰯
蟹
檬
嫁
聖
躊
傷
僅
建
鳶
蕊
、
響
ポ
拶
嫁
喝
“
叢
が
麗
『
嵯
ど
呼
郎
鋤
滋

　
懸
縫
灘
勘
溌
絡
勤
嵯
一
㎏
“
．
あ
磁
μ
智
編
讐
擬
鋤
穿
燭
ゆ
鷺
磁
琳
ザ
顧
竃
ず
・
・
講
獺

　
　
　
　
　
お
　
ゑ
　
　
ヲ
　
　
　
　
ゆ
ラ
ち
め
ん
ヵ
グ
を
　
　
　
　
　
ゑ
い
も
　
　
　

灘
奪
裟
鱗
終
句
繋
製
ぢ
墾
磁
激
施
隻
藩
も
暢
椴
糊

難
慧
屍
嘘
〆
勤
働
粘
・
惑
曇
嵐
艇
鯵
濯
穿
η
読
底

【
書
道
部
門
】

　
　
漱
石
作

　
見
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
小
さ
な
花
を
作
品
に

し
た
作
者
の
目
に
、
常
に
写
真
に
対
す
る
姿
勢
が
伺

　
　
　
　
　
で
き
れ
ば
、
雨
上
り
で
石
が
雨
に
濡
れ

て
い
る
と
一
層
力
強
い
作
品
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【写真部門】奨励賞

　　石づみ　関谷甲子夫さん作品

奨
励
賞

坊
っ
ち
ゃ
ん
の
一
節

六
川
猛
夫
さ
ん
作
品

　　　【写真部門】奨励賞

チャイルド　高橋多一郎さん作品

　
子
供
の
表
情
、
水
に
飛
び
込
む
子
供
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
二
言
で
す
。
見

る
も
の
を
楽
し
く
し
て
く
れ
る
明
る
い
作

品
で
す
．
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　　撚　漁澱

鞭闘
　
　
蝋

　
徽

　
繍

灘
　
撒

轟

鰍
璽蔓毛葦葦ハ＾

忠舘騨㎜

想バ
　
　
■

蝿
臨

▲安塚町のキューピットバレイを視察する

　　　　　　　　　　　　　　　皆さん。

　
芝
峠
温
泉
周
辺
開
発
に
伴
う
ソ
フ
ト
事
業
（
県
単
中
山
問
地
域
活
性
化

対
策
事
業
）
の
一
環
と
し
て
去
る
八
月
二
十
八
日
、
町
民
の
方
を
対
象
に

し
た
リ
ゾ
ー
ト
先
進
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
リ
ゾ
ー
ト
推
進
市
町
村
の
実
施
状
況
や
管
理
運
営
状
況
に
つ

い
て
見
聞
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
当
日
参
加
さ
れ
た
の
は
蓬
平
三
十
三

名
、
松
代
二
名
、
会
沢
二
名
の
三
十
七
名
。

　
視
察
地
は
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
の
重
点
整
備
地
区
の
▼
大

島
村
の
菖
蒲
高
原
▼
安
塚
町
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
（
今
シ
ー
ズ
ン
の

開
業
に
向
け
て
建
設
中
の
菱
ヶ
岳
山
麓
ス
キ
ー
場
）
。

　
そ
の
他
▼
妙
高
村
の
妙
高
パ
イ
ン
バ
レ
イ
（
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
）
▼

隣
県
（
長
野
県
飯
山
市
）
に
跨
が
っ
て
開
発
さ
れ
、
若
者
に
人
気
の
あ
る

斑
尾
高
原
の
四
か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
若
井
鷹
之
鼎
さ
ん
（
蓬
平
）
か
ら
、
視
察
の
感
想
と
今
後
の

芝
峠
温
泉
開
発
に
向
け
て
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
先
進
地
を
視
察
し
て

霧
繕
灘
騨鞍

「
私
達
の
住
ん
で
い
る
松
代
町
を

よ
り
快
適
に
。
そ
し
て
自
信
の
持

て
る
故
郷
に
し
た
い
」
と
、
皆
さ

ん
常
々
そ
ん
な
お
考
え
を
お
持
ち

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
考

え
方
も
色
々
と
多
岐
に
わ
た
り
、

実
際
は
な
か
な
か
思
う
様
に
は
進

ま
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　
そ
の
中
で
行
政
を
始
め
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
が
、
過
疎
脱

却
と
ふ
る
さ
と
定
住
に
向
け
て
、

ご
熱
心
に
努
力
さ
れ
て
い
る
事
に

は
頭
が
下
が
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
精
神
こ
そ
が
、
我
が
町

を
明
る
く
創
り
上
げ
る
何
物
に
も

勝
る
原
点
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
先
日
、
リ
ゾ
ー
ト
先
進
地
を
拝

見
し
、
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

若
井
鷹
之
醸
（
蓬
平
）

　
い
か
に
自
然
が
大
切
で
あ
る
か
。

そ
し
て
、
そ
の
自
然
を
い
か
に
上

手
に
利
用
し
て
行
く
か
。
こ
れ
は

非
常
に
重
要
な
問
題
だ
と
思
い
ま

し
た
。
自
然
を
活
用
し
て
開
発
し

て
行
く
事
は
、
私
達
に
は
想
像
も

つ
か
な
い
く
ら
い
費
用
が
か
か
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
時
代

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
最
高
の
技
術
と

知
恵
を
も
っ
て
、
額
に
汗
し
て
乗

り
越
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
感
じ
た
事
は
、

町
単
位
の
開
発
で
は

点
的
な
観
光
と
な
る

た
め
、
せ
め
て
郡
全

体
の
中
で
協
調
を
求

め
、
線
状
的
観
光
ル

ー
ト
を
造
り
上
げ
る

　
　
　
　
　
ヤ

こ
と
に
よ
り
　
よ
り

魅
力
的
な
コ
ー
ス
が

出
来
上
が
る
と
思
い

ま
し
た
。
観
光
で
大

事
な
こ
と
は
、
地
方

の
特
色
を
充
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。　

ま
た
、
各
地
の
観
光
道
路
は
「
幅

員
が
狭
い
な
ー
」
と
感
じ
ま
し
た
。

我
が
松
代
町
の
観
光
開
発
事
業
に

つ
い
て
も
、
道
路
整
備
を
最
重
点

の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
お
考
え

頂
き
た
い
と
、
い
つ
も
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
リ
ゾ
ー
ト
地
視
察

の
感
想
の
一
旦
を
申
し
上
げ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

灘i．

雛
一阿

醐
灘

▲斑尾高原にて
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　　　　iii　　　諜

　　灘

　麟難

“

贈

　
、
串
夢
ダ
ノ
，
ノ

イ
∵
．
尊
・
，
、
」
ノ
∠

β
ζ
＞
。
∵
鵠
な
扉
ノ
～

　
　
饗

翻
警

轡
灘
．

，
総
灘
響

　
　
　
響

　
　
　
　
　
難

　
　
㎜
鎭
嚢

　
　
　
灘
欝

．

．
櫨
叢
霧

lll：轡

壷

　　へ　

　騰懸

懸
・

会

　
先
月
号
で
ご
紹
介
し
ま

し
た
と
お
り
　
田
野
倉
の

婦
人
消
防
協
力
隊
が
二
十

四
日
　
横
浜
市
で
行
わ
れ

た
第
六
回
全
国
婦
人
消
防

操
法
大
会
に
新
潟
県
の
代

表
と
し
て
出
場
し
、
見
事

敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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難猟撫撚猟1鶴糖糊1雛亀瓢蹴鼎、震鵬トll驚

ぐ東頸城郡美術展覧会
　（12日～14日松代町総合体育館）

肖

〈第4回親善少年剣道大会
　（21日松代中学

　　体育館）

　　鐵　　　全国

響

野
婦

田
、
識

　　　　　　赫　　　　　麟　　　謬触羅

災

霧

　
春
か
ら
の
練
習
大
変
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、

家
族
や
地
域
の
方
々
も
ご

協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
の
勇
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い

〈
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練

　
　
（
役
場
駐
車
場
2
6
日
）

購

承「，鼻

一

購
讐

糞

　
　
翻

　
　
灘
瀬

謡
繊　霧　鐸

羅
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－
、
鱒

態
樽
・
灘
・

叢
嶺
，
撫
講

酵
撒

▲最優秀賞受賞した城北号と

　高橋政一郎さん

　
十
月
十
七
・
十
八
日
に
長
岡
中

央
家
畜
市
場
に
お
い
て
、
県
の
畜

産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

共
進
会
は
家
畜
の
能
力
を
比
較
検

鷺鷲鱒

▲優秀二席の春美号と

　高橋紀元さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
畜
産
共
進
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

討
し
　
飼
養
技
術
並
び
に
品
質
の

向
上
・
改
善
を
目
標
に
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
松
代
町
か
ら
は
、
三
頭
が

犠

▲賞状とカップを手に喜びの高橋さん夫妻

素
牛
の
部
に
出
品
さ
れ
、

い
ず
れ
も
好
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
入
賞
さ
れ
た
三
人

の
方
は
、
い
ず
れ
も
莇

平
共
同
畜
舎
利
用
組
合

に
属
し
、
日
頃
技
術
の

研
さ
ん
に
努
め
、
稲
作

と
の
複
合
営
農
を
目
指

し
て
い
る
方
達
で
す
。

　
来
年
四
月
か
ら
は
牛

肉
の
輸
入
自
由
化
が
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
畜
産

▲優良四席の薫号と

　高橋勝美さん

も
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
技
術
の
研
さ
ん
に
努
め

ら
れ
、
町
の
畜
産
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

素
牛
の
部
（
出
品
頭
数
2
2
頭
）

○
最
優
秀
賞
　
名
号
　
城
北

　
高
橋
政
一
郎
販
売
額
69
万
円

○
優
秀
二
席
（
三
位
）
名
号
春
美

　
高
橋
紀
元
　
　
販
売
額
7
5
万
円

○
優
良
四
席
（
八
位
）
名
号
薫

　
高
橋
勝
美
　
　
販
売
額
6
6
万
円

　
同
時
に
行
わ
れ
た
素
牛
の
セ
リ

市
場
で
は
、
松
代
牛
が
上
位
三
位

を
独
占
し
、
県
下
に
そ
の
知
名
度

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

絵の説明をされる

関谷徳次郎さん

　
「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
絵
を
、
一

人
で
見
て
い
る
の
で
は
も
っ
た
い

な
い
。
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
見
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
こ
の
ほ
ど
東

京
奴
奈
川
校
友
会
の
名
誉
会
長
で

も
あ
ら
れ
る
関
谷
徳
次
郎
さ
ん

（
室
野
出
身
東
京
在
住
）
か
ら
、

役
場
と
奴
奈
川
小
学
校
に
絵
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
文
化
祭
に
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
に

〉
青
い
衣
裳
の
ダ
マ
F
1
2
号

な
ら
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
中
島

義
行
作
の
「
青
い
衣
裳
の
ダ
マ
」

と
「
笛
を
吹
く
少
女
」
の
二
点
で

す
。
前
者
は
役
場
に
、
後
者
は
奴
奈

川
小
学
校
に
飾
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　　　　中島義行氏紹介
1949年　愛知県一宮市生れ。
1971年　スペインに渡り、かつてピカソ、
　　　　ミロ、ダリらが学んだ由緒ある
　　　王立フェルナンド美術学校に日
　　　本人として初めて正式入学。
1972年～75年　同大学より名誉登録・優
　　　秀賞をうける。サン・フェルナ
　　　　ンド美術館、買上げ
1976年　プレミオ・アダッパ展入選
1977年～90年　日本での個展多数

　　現在スペイン・マドリッド在住

蘇愚．．

・
　
難

詳
肺
　
　

拶
き 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
箋
　
羅
畏
尋
暴
高

　
ゑ
き
　

　蕪

鐸
鍵
鍵
麟
麟
講
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

》
笛
を
吹
く
少
女
F
8
号
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罎

画
凹
胞
5
窃
鵬
腓
瀞
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
カ
ボ
チ
ャ
の
話
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

　
今
回
は
莇
平
小
学
校
か
ら
お
化
け
カ
ボ
チ
ャ
の
話
題
が
届
き
ま
し
た
の

で
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
莇
平
小
学
校
で
は
、
体
験
活
動

の
一
環
と
し
て
カ
ボ
チ
ャ
を
栽
培

し
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ン
チ
ッ
ク
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
と
い
う
種
類
で
、
育

て
方
次
第
で
大
変
大
き
く
な
る
カ

ボ
チ
ャ
で
す
。
色
は
オ
レ
ン
ジ
で

大
変
お
い
し
そ
う
で
す
が
、
中
身

は
家
畜
用
で
食
べ
ら
れ
な
い
そ
う

で
す
．

　
　
　
　
　
　
鐸

　
　
薫
灘

織　
．
蕪

　
今
回
収
穫
し
た
も
の
は
、
十
八

㎏
程
度
の
重
さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
低
学
年
が

両
手
で
抱
え
る
の
が
や
っ
と
の
大

き
さ
で
し
た
。

　
中
身
の
種
を
出
し
、
目
・
口
・

　
　
　
　
　
　
　
　
ば

鼻
を
く
り
ぬ
く
と
お
化
け
カ
ボ
チ

ャ
の
出
来
上
り
で
す
。
夜
に
な
っ

て
中
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
入
れ
て
明
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

り
を
と
も
す
と
、
一
段
と
お
化
け

ら
し
い
怖
い
顔
に
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
も
一
度
、
作
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　　　導縄㊧
》お

化
け
カ
ボ
チ
ャ
と
記
念
写
真

防
犯
灘
願
糠
回
ま
規

防
犯
意
識
を
少
し
で
も
高
め
て

も
ら
え
た
ら
と
、
十
月
十
六
日
松

代
小
学
校
に
お
い
て
、
県
警
の
警

察
犬
の
実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
安
塚
署
松
代
幹
部
派
出

所
（
久
保
田
所
長
）
が
町
の
嘱
託

員
会
議
に
併
せ
て
企
画
し
た
も
の

で
、
当
日
は
嘱
託
員
の
方
々
、
松

代
小
学
校
児
童
、
松
代
保
育
園
園

児
等
が
見
守
る
中
、
追
跡
訓
練
や

臭
覚
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
五
枚
の
布
の
中
か
ら
人
の

に
お
い
の
付
い
た
も
の
を
か
ぎ
分

け
る
訓
練
は
、
百
発
百
中
で
、

さ
ん
改
め
て
犬
の
臭
覚
の
す
ご
さ

に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
今
後
は
国

道
の
整
備
や
北
越
北
線
の
開
通
等

に
よ
り
、
人
の
出
入
り
が
激
し
く

な
っ
て
犯
罪
の
増
加
が
予
想
さ
れ 皆「においを覚えて」

　　　　　　o

　　　　　　」　　　　　z　　　　ワ　　　発
　　つ　カ、わ「

》
百
発
百
中
の
臭
覚
訓
練

ま
す
。
被
害
に
あ
っ
て
か
ら
で
は

遅
す
ぎ
ま
す
。
　
「
困
っ
た
ワ
ン
」

と
な
ら
な
い
よ
う
、
今
一
度
防
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
に

　
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
親
睦
と
健

康
づ
く
り
」
を
と
、
こ
の
ほ
ど
東

》
牧
田
会
長
か
ら
優
勝
旗
が

　
贈
呈
さ
れ
る
。

　
饗

鷲軸

京
奴
奈
川
校
友
会
（
牧
田
嘉
正
会

長
）
か
ら
松
代
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
（
万
羽
卓
司
会
長
）
に
、
優

勝
旗
と
協
会
旗
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
東
京
奴
奈
川
校
友
会
は
奴
奈
川

地
区
出
身
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る

組
織
で
す
が
、
　
「
奴
奈
川
地
区
だ

け
で
な
く
、
町
全
体
の
お
役
に
立

て
ば
」
と
言
う
こ
と
で
、
今
回
の

運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
来

年
の
春
の
大
会
か
ら
こ
れ
ら
を
使

用
す
る
と
の
こ
と
。
　
一
番
最
初
に

手
に
す
る
の
は
ど
の
チ
ー
ム
で
し

ょ
う
か
？
あ
な
た
の
チ
ー
ム
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
さ
あ
、
今
か
ら
練

習
練
習
．

　
な
お
、
当
日
（
十
四
日
）
行
わ

れ
た
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
　
勝
　
室
野
南
町
チ
ー
ム

第
二
位
　
蓬
平
チ
ー
ム

第
三
位
　
松
代
C
チ
ー
ム

　
〃
　
　
孟
地
チ
ー
ム



IIIII”llII”III”IIIIIIlll”lll“1”1“IIIllこうほう・まつだい（2．l　l月号）III“”lll”IIIII”1“Ill”ll“II“”IIII”IIIIIIIIIIIIIIIIIllI””1“”1””II”IlllIII””llIllIIII”IllllIIIllIllIIII”IllIIIllIllIIIIIII12“ll川1““llI

野鳥

シ
リ
ー
ズ
⑬

オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

　
今
回
は
、
松
代
町
で
は
迷
鳥
と

し
て
記
録
さ
れ
た
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド

リ
目
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
科
の
オ
オ
ミ

ズ
ナ
ギ
ド
リ
に
つ
い
て
書
い
て
み

ま
す
。

　
本
種
は
海
洋
性
の
鳥
で
、
松
代

町
で
は
こ
れ
ま
で
二
回
の
記
録
が

あ
り
ま
す
．

　
最
初
は
、
松
代
町
史
に
よ
れ
ば

昭
和
三
十
六
年
の
月
日
は
不
明
で

す
が
、
台
風
の
時
迷
い
込
ん
だ
と

い
う
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
回
目
は
、
筆
者
が
勤
務
し
て
い

た
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
十
一
日

午
前
九
時
頃
、
儀
明
地
内
の
鍋
立

山
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
現
場
付
近
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
翌
十
二

日
に
も
儀
明
地
内
で
本
種
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
筆
者
の
フ
イ
ー

ル
ド
ノ
ー
ト
に
は
、
前
日
は
強
風

が
吹
い
て
い
た
こ
と
が
記
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
種
は
海
洋
性
の
鳥

で
、
内
陸
で
は
観
察
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
く
、
発
見
さ
れ
た
記
録
を

見
ま
す
と
、
い
づ
れ
も
台
風
や
強

松

永

1光

風
の
吹
い
た
翌
日
か
そ
の
翌
日
で
、

し
か
も
晩
秋
か
初
冬
の
頃
で
す
。

本
種
の
移
動
か
ら
考
え
る
と
、
こ

の
時
季
は
本
種
が
繁
殖
地
か
ら
南

下
す
る
時
季
に
当
た
り
、
迷
行
す

る
の
は
親
よ
り
遅
れ
て
移
動
（

南
下
）
す
る
、
そ
の
年
に
生
ま

れ
た
子
供
に
多
い
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
親
よ

り
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
子
供
の
移

動
が
遅
い
の
か
と
い
う
理
由
は
、

本
種
の
繁
殖
生
活
を
見
る
と
分
か

る
と
思
い
ま
す
。

　
本
種
は
繁
殖
地
に
よ
っ
て
多
少

異
り
ま
す
が
、
草
地
や
濯
木
、
常

緑
樹
が
繁
茂
す
る
傾
斜
地
に
、
深

さ
九
十
セ
ン
チ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル

の
穴
を
堀
り
ま
す
。
産
室
は
入
口

よ
り
広
く
、
中
に
枯
葉
な
ど
を
敷

き
、
六
月
中
旬
頃
か
ら
七
月
中
旬

に
一
個
の
卵
を
産
み
、
一
昼
夜
交

代
で
雄
と
雌
が
抱
卵
し
ま
す
。

　
ひ
な

　
雛
は
黒
色
様
の
う
ぶ
毛
に
包
ま

れ
て
い
て
、
親
が
夕
方
ソ
ノ
ウ
に

貯
え
た
餌
を
も
ら
っ
て
大
き
く
育

　
　
　
　
ひ
な

ち
ま
す
。
雛
は
一
日
一
回
の
餌
を

も
ら
う
だ
け
で
す
。
そ
の
大
き
さ

は
親
よ
り
大
き
く
な
り
、
巣
立
ち

の
一
週
間
位
前
か
ら
親
は
移
動
を

始
め
ま
す
。
し
た
が
っ
て
雛
は
巣

立
ち
前
一
週
間
位
か
ら
絶
食
状
態

と
な
り
、
巣
立
ち
時
に
は
親
と
ほ

ぼ
同
じ
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
こ

の
絶
食
期
間
中
も
羽
ば
た
き
を
し

た
り
飛
ぶ
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
か
ら
親
よ
り
少
し

遅
れ
て
移
動
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
頃
は
、
十
一
月
中
旬
か
ら
下

旬
と
な
り
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
季

に
強
風
が
吹
い
た
り
す
る
と
内
陸

部
に
飛
ば
さ
れ
て
迷
行
す
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
本
種
は
全
長
四
十
九
セ
ン
チ
、

翼
開
長
百
二
十
セ
ン
チ
で
、
頭
部

か
ら
背
面
及
び
翼
上
面
は
褐
色
に

不
明
瞭
な
淡
色
部
や
斑
点
が
あ
り
、

下
面
は
全
体
が
白
色
で
、
風
切
羽

と
尾
の
み
暗
色
で
す
。
本
種
の
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

名
を
漢
字
で
書
き
ま
す
と
、
　
「
大

み
ず
な
き
ど
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぎ

水
薙
鳥
」
と
書
き
、
薙
と
い
う
の

は
横
に
切
り
払
う
と
い
う
意
味
で
、

海
上
を
波
を
切
り
払
う
よ
う
に
し

て
飛
ぶ
鳥
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
名
前
の
通
り
本
種
の
翼
は
幅

は
細
い
か
わ
り
に
長
く
、
海
上
を

飛
ぶ
の
に
適
し
た
形
を
し
て
い
ま

献
血
を

　
　
あ
り
が
と
・
つ

10月22日

役場前

山岸　二四

山岸　貞一

茂野　孝蔵

大野　賢郎

山岸　和美

西潟郡伊子

山賀　　茂

市川　久子

室岡　　徹

万羽　伸子

関谷　八郎

高橋千恵子

佐藤　貞夫

山田久美子　　酒井由美子

菅井　正一　　堀川　一郎

市川　英世　　樋口　俊子

小野島美津子　中島　　功

武田　芳夫　　野沢　雅行

鈴木　利雄　　米持　英雄

石口　松男　　須貝由美子

動
蔚

離
鑑

誠
進
躾
酵
飼
雌

醸
柳
騰
髄
帖
酬

灘
棚
．
雛
嚇
填
任
彰
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

琳
和
鮒
柳
醸
騰
螺
輔

河野久史

柳　　勇

垣田保忠

宮沢新松

小堺和男

市川健司

小堺貞夫

鈴木つゆ子

関口賢治

古沢博之

中部俊幸

ご
協
力

　
あ
り
が
と
・
つ

　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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す
。　

本
県
の
繁
殖
地
は
岩
船
郡
粟
島

浦
村
で
、
約
一
万
羽
が
集
団
で
繁

殖
し
、
国
の
天
然
記
念
物
（
繁
殖

地
と
し
て
地
域
指
定
）
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
．

　
本
種
は
、
地
上
か
ら
直
接
飛
び

立
て
ず
、
傾
斜
し
た
木
に
よ
じ
登

っ
た
り
、
十
～
二
十
メ
ー
ト
ル
位

オオミズナギドリ

瀞，騨

瀞
悔

滑
走
し
て
か
ら
風
に
乗
っ
て
や
っ

と
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
本
種
の
鳴
き
声
は
、
営
巣
地
に

日
没
後
三
十
分
位
す
る
と
続
々
と

帰
っ
て
来
ま
す
が
、
そ
の
際
、
ピ

ー
ウ
ィ
ー
ピ
ー
ウ
ィ
ー
グ
ワ
ー
エ
、

グ
ワ
ー
エ
な
ど
と
も
の
す
ご
い
声

で
鳴
き
ま
す
。
集
団
で
繁
殖
し
ま

す
の
で
、
全
部
の
鳥
が
鳴
く
わ
け

’
1
箋
灘

襲
毫

墾

で
す
。
相
当
う
る
さ
く
な
る
よ
う

で
す
。
巣
か
ら
飛
び
立
つ
の
は
早

い
も
の
で
午
前
二
時
頃
か
ら
は
じ

ま
り
、
日
の
出
前
に
は
全
部
飛
び

立
ち
ま
す
。
こ
の
間
ず
っ
と
鳴
き

深
夜
に
ち
ょ
っ
と
休
む
く
ら
い
の

よ
う
で
す
．

　
海
上
で
何
を
食
と
し
て
い
る
か

と
言
い
ま
す
と
、
イ
ワ
シ
、
カ
ツ

オ
、
サ
バ
、
ト
ビ
ウ
オ
、
イ
カ
な

ど
の
ほ
か
、
海
藻
な
ど
も
食
べ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な

　
本
種
は
、
繁
殖
地
で
の
雛
へ
の

標
識
調
査
で
足
環
を
付
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
元
年
度
は
全
国

で
千
八
百
七
十
五
羽
も
標
識
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
本
種
の
こ
れ
ま
で

の
寿
命
は
十
七
年
二
ヵ
月
と
い
う

記
録
が
あ
り
、
十
六
年
と
い
う
も

の
も
数
羽
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
鳥
類
に
比
較
し
ま
す
と
約
三
倍

位
は
長
生
き
す
る
よ
う
で
す
。

　
以
上
松
代
町
で
は
迷
鳥
と
し
て

記
録
さ
れ
た
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

の
項
を
終
わ
り
ま
す
。

　
松
代
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
先
に
募
集
し
ま
し
た
青
少
年
健

全
育
成
「
標
語
」
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
次
の
方
々
が
入

賞
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
小
学
生
の
部
　
応
募
数
一
一
二
点

○
特
　
選
　
松
代
小
六
年
　
浜
川
　
伸
也

　
　
元
気
よ
く
、
あ
い
さ
つ
し
よ
う
　
だ
れ
に
で
も

○
準
特
選
　
孟
地
小
六
年
　
柳
　
　
美
晴

　
　
あ
い
さ
つ
は
　
明
る
い
家
庭
の
　
第
一
歩

○
準
特
選
　
蓬
平
小
五
年
　
若
井
　
邦
明

　
　
助
け
あ
い
　
み
ん
な
の
役
割
　
み
ん
な
の
家
庭

○
入
　
選

▼
松
代
小
　
小
島
和
貴
・
鈴
木
紀
夫
・
市
川
英
治
・
松
山
総
子
▼
孟
地
小

若
月
康
子
▼
北
山
小
　
斉
藤
奈
緒
美
▼
莇
平
小
　
高
橋
陽
子
▼
蓬
平
小

小
堺
あ
ゆ
み

◎
中
学
生
の
部
　
応
募
数
六
〇
点

○
特
　
選
　
松
代
中
三
年
　
下
坂
　
美
香

　
　
私
か
ら
　
進
ん
で
や
り
ま
す
　
笑
顔
の
会
話

○
準
特
選
　
松
代
中
二
年
　
市
川
は
る
か

　
　
あ
り
が
と
う
　
た
っ
た
一
言
　
十
の
喜
び

○
準
特
選
　
松
代
中
三
年
　
高
橋
　
陽
子

　
　
明
る
い
社
会
は
　
奉
仕
の
心
と
　
思
い
や
り

○
入
　
選

▼
松
代
中
　
関
谷
　
　
努
・
村
山
由
貴
男
・
関
谷
　
昌
美
・
石
口
　
知
之

◎
一
般
の
部
　
応
募
数
　
六
点

○
入
　
選
　
苧
島
　
石
田
　
幸
子

　
　
し
か
る
よ
り
　
や
さ
し
い
一
言
　
愛
の
手
を
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参議院議員補欠選挙

　
　
　
　
O

　
　
　
す

　
　
　
で

　
　
　
日

　
　
　
月

ま印茜
示投

翻
潟
の
窮
詐
嚢
親
璃
鱗

　
　
鋼
蘭
蟹
灘
誰
、

　
1
1
月
の
免
許
更
新
日
は
、
2
1
日

（
水
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
冬
期
間
、
安
塚
警
察
署
で
の
手

続
き
が
困
難
な
方
を
対
象
に
特
例

更
新
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
例
更
新
の
場
合
、
印
鑑
を
持

参
願
い
ま
す
．

　
又
、
午
後
か
ら
講
習
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠

選
挙
は
、
1
2
月
9
日
㈹
が
投
票
日

で
す
。
皆
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
出
稼
者
は
不
在
者
投
票

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
体
の
ご

不
自
由
な
方
の
た
め
の
在
宅
投
票

制
度
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
．

鯛
籟
購
選
誉
鞭

　
　
　
豊
幾
隷
郷
藍

第
6
回

飛
ス
砺
轡
卜

　
調
□
抄
弐
禽

参
加
チ
ー
ム
募
集
中
！

期
　
日

会
場

対
象
者

申
込
先

参
加
料

12

月
2
日
㈹

松
代
町
総
合
体
育
館

中
学
生
以
上

総
合
体
育
館
事
務
室

　
盈
7
1
3
7
5
2

一
チ
ー
ム
　
ニ
千
円

お父“ん、お母“ん、罠く見て下“いネノ

　　　やまと
石ロ　和くん

　　4才

松代　とじろ
（松代保育園）

　　　ゆ　　か
玉村優佳、

　　4才
犬伏　げんぞう
（犬伏保育園）

事
業
主
の
退
職
金
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
小
規
模
企
業
共
済

　
「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
は
、

い
わ
ば
国
が
つ
く
っ
た
事
業
主
の

退
職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
で
あ

る
あ
な
た
が
第
一
線
を
退
い
た
と

き
な
ど
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
掛
金

は
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
節
税

窩押　
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店
で
は
、

現
在
「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
の
取

扱
い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
来
春
、
高
校
・
短
大
・
大
学
を

は
じ
め
各
種
専
修
学
校
へ
進
学
さ

れ
る
方
の
保
護
者
。

■
斗
斗
斗
⇒
⇒
⇒
斗
斗
⇒
斗
斗
斗
⇒
ー
斗
斗
斗
⇒
⇒
斗
ー
ー
ー
斗
斗
斗
』

「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
お
取
扱
中
！

ド
昏
に
仁
偉
昏
仁
ー
に
匙
仁
ー
に
匙
仁
匙
崔
ー
に
レ
崔
紅
匙
仁
ー
に
に
」

を
し
な
が
ら
財
産
づ
く
り
の
お
役

に
立
ち
ま
す
．

　
こ
の
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

最
寄
り
の
市
町
村
の
商
工
会
・
商

工
会
議
所
・
中
小
企
業
団
体
中
央

会
・
金
融
機
関
又
は
中
小
企
業
事

業
団
へ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

●
お
取
扱
い
期
間

　
平
成
2
年
n
月
～
平
成
3
年
4

月
末
日
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店

　
低
0
2
5
5
（
2
4
）
2
3
4
0

ご融資の概要
1進学者あたり

100万円以内
5年以内
ただし、修業年限

が4年以上の学校
（大学・高専等）

に入学する場合は

6年以内。
側）進学資金融資

保証基金または

保証人（1名以
上）

毎月元利均等返
済

ボーナス月増額返

済（ご融資額の2

分の1以内）、ステ

ップ返済もできま
す。

ご融資額

ご返済期間

証保

ご返済方法

（注）1．ステップ返済とは、ご返済額

　　　を途中で増額するもの。

く
嚇
鵬
に
や
く
だ
診
盤
罵
謎
ら
せ
趨
ろ
ぽ
総
嚇
阻
に
や
く
だ
強
器
口
6
琶
ひ
ろ
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濠
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く
嚇
煙
機
や
く
だ
藏
お
じ
ら
惣
ひ
ろ
麟
く
賠
鵬
儲
や
礁
潅
つ
お
“
じ
ら
慧
勝
る
ぽ

平成2年10月1日から

円1日

円
（時間給の場合）1時問

※上記の最低賃金額は業種、業務、パートタイマー、臨時雇を問わず適用されます。
　　　　　ギ　ト

ヨロロドゴ　ノサチチヨサゴヨサヂ　ロト ヨココトザヨじコドドヨぼチヨドロほヨロロぎヨロロトチサほヨロドチヨロにゼヨロドゴ　ロドゴヨコドドヨドドチヨロドけゴサボ　トごヨロドドヨにたゴゴサヂヨロレドヨコロほヨロトニヨサゴ　ドヨコドほヨサナゴしロト 　キヨロロにヨロドビ　ボヨコロチノヨロロドヨじロドゴレロドイけノヤ

　　　　　1労働保険の未手続き事業場は今直ぐ加入手続きを。　1
　　　　　トヨロにヂイじ　ゴヨコにマヨヨサノ　ドサドヨザボヨサこドヨサニ ヨロドゴゴロドペサビイじドずヨじドノヨロにニ　ドヨコロトゴヨぼニヨヨロドゴ　ドヨドざ ヨコドコポヨサ ヨド　 ヨサよサトコ サけビヨサ サドゴヨザゴサけゴヨサゴニサチコぽゴロ　アゴヨロロド　トドサササロ 　ひサドヨロロむコロぼヂ

　　　　お問い合わせは新潟労働基準局・各労働基準監督署へ・

饗
I
I
I
I
I
I
I
I
i
i
I
ー
モ
…
I
I
I
I
I
－
1
ー
｝
I
I
I
I
I
I
I
編

｝
1
1
月
は
、
雇
用
保
険
　
　
　
　
　
　
｛

｝
“
さ
わ
や
か
受
給
”
推
進
月
間
で
す
。
｛

驚
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
－
1
1
1
1
1
1
1
無

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
離

職
し
、
働
く
意
思
、
能
力
が
あ
り

な
が
ら
、
ま
だ
仕
事
が
見
つ
か
ら

な
い
と
き
に
再
就
職
の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て

就
職
ま
た
は
就
労
し
た
場
合
は
支

給
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
就
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト

等
働
い
た
場
合
は
正
し
く
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
正
し
く
申
告
せ
ず

に
不
正
に
受
給
し
た
場
合
は
厳
し

い
処
分
を
受
け
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
雇
用
保
険
制
度
を

正
し
く
理
解
し
、
不
正
受
給
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

●
会
場

　
　
県
立
上
越
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
盈
0
2
5
5
（
2
3
）
3
5
9
6

●
日
時
　
1
1
月
1
8
日
㈹

　
　
展
示
1
0
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

　
　
即
売
1
4
時
～
1
5
時
3
0
分

●応募資格　　　　　　　　　　　　　　　　i互fo11　2　上

日本国籍を有し、採用予定月の1日現在18歳時時月5越
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ以上27歳未満の方　　　　　　　　　　　　　～3018　5　局

・身分は特別職国家公務員です・　駅（目）臓

●給与　　　　　　　3015　3業
初任給月額121・ooo円・9か月たてば1等陸●分時　5訓
海・空士に昇任し131，400円となr）ます．　　30　9練

ボ＿ナス年3回計5．1ヶ月分　　　　分　6校
　その他各種手当、特別退職手当等があります。

●衣、食、住　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　●

食事、宿舎費は無料、制服、作業服、ワイシ即展
ヤッ、靴、その他の被服、寝具類も支給又は維金売介職示

貸与されます．　　　　　　　製属内等業内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品製容　　訓容

●休暇・外出　　等品練有給休暇は年間24日のほか、年末年始等の特　　　　”
別休暇があります．外出は平日の課業後、休木　技
日、日曜日。祝日は朝からできます。　工能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製　　　　検
【詳しいことは】　　　　　　　　　　　　　　口　　　　声
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口口　　　　　疋
役場総務課（7－2220）、または高田募集事務’の
所（0255－23－5519）へ　 繊紹

　　　思春期の電・話
毎月第1～第4土曜日（祭日は除く）
　　　午後2時～5時

個人醐密は　羅騰　喬轍禦矯
　　　　　　　　　麗5　　さんもご利用下さい。

守ります・㈱蝋、鷺助看保協会

励
壱
細
る
週
固

　
国
税
庁
で
は
、
十
一
月
十
一
日

㈹
か
ら
十
七
日
㈹
ま
で
を
「
税
を

知
る
週
間
」
と
し
、
税
を
身
近
な

も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
期
間
中
に
講
演
会
や
税
務

相
談
な
ど
、
各
種
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
高
田
税
務
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
盈
0
2
5
5
（
2
3
）
4
1
7
1
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脚
．
㌶
り
∵
．
辣
…
“
∵
x
ゆ
‘
”
．
傷
K
む
．
渥
な
“
粋
呂
唖
⑫
・
㌦
の
弓
川
⑭
声
駐
．
㊤
汐
昂
．
汐
”
い
⑫
“
侶
裾
．
壌
÷
傷
働
℃
無
．
欝
謹
．
＠
・
㌻
．
一
．
△
㊦
．
．
。
鷺
韓

”
濾
鰍
淋
撒
購
一
鰍
欄
嘱
“
…
鞍
◎
…
撃
一
…
轍
“
該
灘
灘
癬
、

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課

　
松
代
町
の
木
は
「
ブ
ナ
」
花
は

「
ユ
キ
ツ
バ
キ
の
花
」
鳥
は
「
ノ

ジ
コ
」
と
前
々
（
昔
）
か
ら
聞
か

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

村
議
会
、
町
議
会
で
議
決
を
得
た

も
の
で
も
な
く
、
町
条
例
で
制
定

が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
正
式
に

決
定
さ
れ
た
根
拠
は
と
い
わ
れ
ま

す
と
何
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
旗

の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
は
「
ブ
ナ
」

の
若
草
色
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
憲
章
、
町
民
歌
は
い
ま
だ

制
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
前
段
の
件
も
含
め
、
今
後
皆
様

方
の
ア
イ
デ
ア
、
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
願
い
、
地
域
に
自
信
の
持
て

る
も
の
が
作
れ
た
ら
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課

　
人
口
の
減
少
に
よ
る
お
客
の
減

少
、
道
路
の
整
備
に
よ
り
近
隣
都

市
（
十
日
町
市
、
上
越
市
）
に
お

客
が
流
れ
、
年
々
町
の
商
店
街
が

さ
び
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
誠
に
さ
み

し
い
こ
と
で
す
ね
。

　
今
、
町
で
は
ス
キ
ー
場
の
開
設
、

温
泉
の
開
発
利
用
、
早
稲
田
大
学

自
動
車
練
習
場
の
誘
致
な
ど
、
お

客
様
を
集
め
る
工
夫
を
い
ろ
い
ろ

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
数
年
後
に
は
北
越
急
行
の
松
代

駅
舎
が
建
設
さ
れ
、
町
内
、
郡
内

の
特
産
物
や
お
土
産
品
な
ど
を
販

売
す
る
楽
し
い
買
物
広
場
の
計
画

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
舎
と
現
在

の
松
代
商
店
街
を
結
ぶ
駅
前
道
路

を
新
し
く
建
設
し
、
観
光
客
や
地

域
の
人
々
に
も
楽
し
く
買
物
が
で

き
る
駅
前
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
（
セ

ン
タ
ー
）
が
で
き
れ
ば
、
本
当
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課

　
本
当
に
私
も
そ
う
思
い
ま
す
し
、

現
在
町
内
に
あ
る
企
業
主
の
方
々

も
、
た
く
さ
ん
の
若
者
を
求
め
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
な
か
な
か
地
元
企
業

に
残
っ
て
（
就
職
し
て
）
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は
、
一
度
は

都
会
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
気

　　必ずお名前を

　広報に掲載するまでには、最

低で1か月かかります。急ぐ場

合は直接ご返事をする必要もあ

るかと思いますし、質問の意味

が分からない時もお聞きしなけ

ればなりません。そういったこ

とで必ず氏名はお書きください。

持
と
、
自
分
が
働
き
た
い
職
場
（
職

種
）
が
町
内
に
な
い
等
、
い
ろ
い

ろ
な
理
由
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
町
で
は
北
越
急
行
の
開
通

と
国
道
2
5
3
号
線
の
高
規
格
化

に
併
せ
て
工
場
用
地
を
確
保
し
、

少
し
で
も
若
者
（
高
校
生
）
の
二
ー

ズ
に
合
っ
た
企
業
を
誘
致
で
き
る

よ
う
に
と
、
企
業
立
地
条
件
の
整

備
、
工
場
団
地
の
造
成
に
向
け
て

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

回
　
松
代
局
区
内

国
　
松
代
町
役
場

回終
囚
　
広
報
係
行

鱒
回

　
一
闘
…
］
綿
瓢
騨

〆一一…一・槽・一庸　一｛紳｛｝篠

栖批の縄卿蝦t

牒識・馴
　をお寄せください。　　　l

lお気軽にどうぞ一1
鷲
｝

｝＿｝ザ＿＿炉ザー・一一一一綱ザ～
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私

の
松
代

高
橋
　
剛
さ
ん
（
儀
明
）

　
突
然
、
「
広
報
ま
つ
だ
い
に
何
か

書
い
て
く
ん
ね
か
い
」
と
言
わ
れ
、

何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
引
き
受
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
ざ
書
こ
う

と
し
た
ら
、
松
代
町
全
部
の
人
が

見
る
ん
だ
と
余
計
な
事
を
考
え
て
、

な
か
な
か
筆
が
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
。　

高
校
を
卒
業
し
て
友
達
は
ほ
と

ん
ど
県
外
へ
就
職
し
て
い
る
中
、

私
は
こ
の
町
に
残
り
十
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
友

達
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
時
も
あ

り
ま
し
た
が
、
私
が
残
っ
た
理
由

は
こ
の
町
の
自
然
が
好
き
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
春
の
若
葉
に
秋
み
紅

葉
と
こ
こ
ま
で
は
大
低
の
人
は
思

う
の
で
す
が
、
私
は
冬
が
好
き
で

す
。
と
言
っ
て
も
、
冬
に
な
れ
ば

車
庫
の
雪
堀
り
、
屋
根
の
雪
降
ろ

し
、
と
泣
き
べ
そ
を
か
い
て
い
る

毎
日
で
す
が
…
。
私
は
ス
キ
ー
が

好
き
で
、
雪
が
降
る
と
じ
っ
と
し

て
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
毎
日
交
わ
す
方
言
も
好

き
で
す
。
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
頃
は
“
ダ
サ
イ
”
と
思
い
ま

し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
温
か
み

あ
る
い
い
言
葉
だ
な
あ
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
子
供

が
出
来
た
今
、
こ
の
温
か
み
あ
る

方
言
を
子
供
に
も
分
か
ら
せ
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
大
好
き
な
松
代
に
、
大
切

な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
松
代
に
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

強

▼
朝
晩
は
特
に
冷
え
込
み
、
冷
た

い
お
尻
を
温
め
る
座
布
団
が
欲
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
で
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
と
こ
ろ
で
共
同
浴
場
、
ス
キ
ー

場
の
名
称
募
集
、
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
も
の
を
産
業
・
企

画
課
で
検
討
し
、
名
前
が
決
ま
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

名
前
に
決
ま
る
か
楽
し
み
で
す
。

▼
町
政
に
対
す
る
ご
意
見
ご
要
望

等
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
順
次
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
同
じ
よ
う
な

内
容
の
も
の
や
、
広
報
で
は
間
に

合
わ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
本

人
に
直
接
お
答
え
す
る
な
ど
し
て

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
今
回
の
莇
平
小
学
校
の
お
化
け

か
ぼ
ち
ゃ
と
儀
明
祭
の
話
題
は
、

皆
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い

話
題
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
戸
籍
の
窓
口

（
9
月
2
6
日
～
紛
月
％
日
受
付
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

服
部
修
一
・
市
川
絵
里
さ
ん

　
　
　
　
（
松
代
・
鉄
道
公
団
）

．
げ
ん
き
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
ち
　
え

若
井
千
恵
避
　
三
義
・
な
お
え
さ
ん

　
　
　
（
長
女
・
蓬
平
・
大
工
）

　
　
し
ょ
う
だ

小
堺
翔
太
瀦
　
新
一
・
幸
子
さ
ん

　
　
（
2
男
・
儀
明
・
稲
葉
屋
）

蕎
隣
灘
鰻
避
　
牧
男
・
久
紅
子
さ
ん

（
長
女
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

　
　
か
　
と
し

佐
藤
和
駿
避
　
敏
男
・
美
由
紀
さ
ん

騰
長
男
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

　
　
ま
さ
　
し

幽
本
昌
志
瀦
　
道
雄
・
栄
子
さ
ん

　
　
　
《
長
男
・
犬
伏
・
隠
居
）

灘
冥
福
を
祈
り
ま
ず
撫
死
亡
）

柳
　
　
郎
が
　
　
　
麗
歳

　
　
　
　
　
く
千
年
・
吾
妻
屋
）

伸
村
一
榮
欝
　
　
　
鞠
歳

　
　
　
　
　
　
（
儀
明
・
仲
西
）
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文
　
一

芸

さ麗叢
　
郵

’
塑

9
・
、

し
ぶ
み
句
会

暮
れ
六
ツ
を
撞
き
夕
月
を
仰
ぎ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

稲
架
少
し
傾
け
さ
し
て
野
分
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

月
見
ん
と
下
り
立
つ
庭
に
ち
ん
ち

ろ
り
ん
　
　
　
　
　
　
世
香

老
眼
鏡
か
け
て
金
箕
の
小
豆
選
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

秋
桜
倒
れ
て
も
な
お
花
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

背
景
に
稲
架
ぶ
す
ま
あ
り
神
楽
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

山
に
沿
い
稲
の
香
に
沿
い
村
百
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

開
け
放
つ
座
敷
を
照
ら
し
稲
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

校
庭
に
遊
ぶ
風
あ
り
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

宮
の
杜
墨
絵
の
ご
と
く
月
昇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

茸
狩
深
坂
峠
の
道
険
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

収
穫
も
終
り
気
も
晴
れ
空
も
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

草
の
株
分
け
て
は
探
し
茸
狩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

石
庭
の
晩
餐
も
よ
し
望
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
は
ら
わ
た

ひ
ょ
う
た
ん
の
腸
抜
か
る
小
春
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

朝
顔
の
名
残
り
の
花
の
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

秋
耕
や
田
螺
泥
鱈
の
肥
え
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

飛
行
雲
流
る
る
空
や
鳥
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

減
反
の
田
は
花
す
す
き
十
重
二
十

重
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

畑
打
て
ば
冬
眠
蛙
腹
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け
び

先
客
に
ひ
よ
ど
り
の
居
る
通
草
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

　
　
　
　
　
　
か
ん
ざ
し
　
　
こ

青
紫
蘇
の
穂
の
管
を
籠
に
充
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

ミ叙㌧め
瘡

．

和痂
綜

鰯
面

　
与
営
食

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
融
系
忍

　
　
，
袋
　
　
o
　
〆

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

籍
鰍
．
、

行
考
廟

　
　
　
　
　
中
身
モ

　
　
　
　
　
か
－
z
時

　
　
　
　
　
ぐ
た
し
ね

ぎ
ノ

　
　
㊥

e
　
て
蕊

　
　
　
　
　
［
，

　
　
金
ノ
、

＼
惣

　
　
　
　
　
　
　
θ
一
目

　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
8

』
．
趣

　
　
　
レ
ぐタ

、

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
、

綴
範
．

翻
甲
．
養
傷

　
　
『
　
　
　
肴

￥

　　o　　　　　　　　＼ノ／
　　　　　　　《愈
9鰹￥曙遍懸

野
に
咲
く
花

　
ヤ
マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス

　
山
林
な
ど
の
あ
ま
り
日
の
当
た

ら
な
い
場
所
に
み
ら
れ
る
。

　
高
さ
3
0
セ
ン
チ
～
50
セ
ン
チ
の

多
年
草
。
茎
は
多
少
曲
が
る
が
垂

直
に
立
ち
、
葉
が
互
い
違
い
に

つ
い
て
い
る
。
葉
に
黒
っ
ぽ
い

油
の
し
み
が
つ
い
た
よ
う
な
点
が

つ
く
。

　
葉
の
つ
け
根
に
小
さ
な
紫
の
点

が
た
く
さ
ん
入
っ
た
花
を
つ
け
る
。

　
花
は
上
部
か
ら
順
に
下
の
方
へ

咲
く
。
秋
の
茶
花
と
し
て
尊
ば
れ

る
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
九
段
　
武
宮
正
樹

　
　
白
先
黒
死
・
5
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ウ
ッ
テ
ガ
エ
シ

　
　
3
分
で
1
級
、
1
分
で
有
段
者
。
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